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研究会報告








金研土地建物利用計画委員会 庄 野 安 彦
本所の新研究棟(ア階建,総床面積7,125m2)は,階から2階 までに新素材開発施設を,3階 以上に
共同利用研へ改組した/98ア年に竣工し,13研究部9研 究部門を収容することになっている。第2新
門を収容している。この新棟完成直後から,引 き 棟の実現により,大洗に本拠を置く2部 門を除く
続き残りの研究部門や,改 組の際附置された新素 と,2研 究部門を残 してすべての研究部門が移転
材開発施設のための新 しい建物が待望され,計 画 できる。止むを得す残留をお願いしてご不便を強
案が練られた。この計画はいったん足踏み状態に いる結果となったこれら2部 門および共通室など
なったが,文 教施設整備の特別枠が設けられたこ を収容する第3新 棟は現在概算要求中であるが,ぐ
ともあって,昨 年春頃から急速に浮上 してきた。 早急な実現を切望している。なお第2新 棟の建設
この間,本 所の75周年記念事業の一環として計画 により,共 同利用研移行に伴ない増設された客員
された本多記念館(3号 館南側)の 整備に関連し 部門や共同研究員のための部屋が不足 している状
て,事 務部の残留が決定され,こ れに伴い新しい 況はやや緩和される見込みである。
実行計画を作る必要に迫られた。 既設の新棟と第2新 棟をつなぐ接続棟は,当 初
本委員会および新棟研究部門を除くすべての研 のピロティ方式はやめて,地下/階,地 上2階(総
究室,新 素材開発施設,技 術部共通室からなるワ 床面積1,315m2)の形になった。1階 には研究会開
一キンググルーブで検討 した結果,図 示のような 催のため強い要望のあった広めの講堂(/94m2,最
第2新 棟計画案を作った。この計画では,第2新 大収容入員/50人)と会議室(126m2),2階は図書
棟(地上8階,地 下1階,総 床面積9,060m2)の地 室が占め,新棟および第2新 棟と直接廊下でつな
第 二 研 究 実 験 棟 立 面 図
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がれる。電動式書架を採用した書庫や,従 来より 究部門,施 設からの詳細な要求に,き め細かく対
快適な閲覧室など,利 用者の便が図られている。 応 して頂いた本部施設部および本所の司計,営 繕
第2新 棟は予算の示達を待って本年9月 着工,な どの関係諸掛のご努力に感謝 し,使 い易い建物
来年/2月竣工)の 予定であり,現 在設計の最終段 の一刻も早い完成を願っている。
階にある。実行計画案の作成にあたっては,各 研
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材料科学情報室長 川 添 良 幸
材料科学情報室の活動は,そ のインフラストラ のである。この作業は図書掛との連携によって可
クチャー的性格から一般の研究者には目に見えな 能になっている。もちろん,電 子メールおよび電
い部分が多い。例えば,こ のlMRニュースにある 子掲示板を中心としたコンピューター ・サービス
『最近発表された論文等リスト」およびそれを編 にも現在200名以上の利用者がある。そのための機




髄であるが,現 状では結構トラブルが多く,そ の 本年4月 からは,さらに技官/名 の追加があり,






築を目指 して,[P道および木戸の両兼任助教授と 実現により,現 在のネットワーク系から発生する
3名の技官をもって発足した。それ以降,デ ータ 問題の相当部分が改善されるばかりではなく,全
べ一ス構築用として笛年認められている科学研究 研究室の電話系がISDNに対応し,外 部網への自






ターからN/ネ ッ トワーク経由で全国の材料研究 ば電子メールのことで,従 来の郵便はスネイル ・
者に提供されている。 メールと呼ばれるほどである。 しかし,残念なが
平成2年 度に私が着任し,IBM9370汎用中型コ ら我が国の材料研究者にはいまだに情報交換に電
ンピューターを導入,技 官/名 および大野助教授 話 ・ファックスによる旧態然とした方法のみを使
を兼任として迎え,材 料データベース構築に止ど っている方々が多い。もちろん,コンピュークー ・
まらす,所 内コンピュー9-・ サービスー般を業 ネットワークの便利さは情報提供の内容に依存す
務とした材料科学情報室として再組織化 し,新た る。今年度から金属学会誌等に掲載される予定の
な活動を開始した。折よく,創 立75周年記念を機 研究会開催情報を材料科学情報室が事前に電子掲
会に本所の情報化が企画され,ネ ットワークのも 示板で周知 するサービスを開始 した。図書館 の
う一つの重要なパートナーである電話系の抜本的 方々との協議により新刊雑誌のアブストラクト情
改善を行うことができた。これは,展 示小委員会 報も雑誌到着以前に提供する体制 を検討 してい
の橋本委員長および主生本経理課長(現 医学部事 る。これらは,間 違いなく全研究者にとってすぐ
















一 客 員 教 授 と し て 滞 在 して 一





時、頭に浮かんだのは、あの懐 しい金研の低温液 設計シミュレーション(日 立)寄 附研究部門の開
化室の思い出です。まだ、物理教室が片平にあっ 設発表にまでこぎつけました。川添先生をはじめ
、 た'70～'75頃、改造リヤカーにがラスデュワーをの 金研の皆様の努力に感謝日ヨしあげます。この寄附



















という言語を用いて5～6層 の多層膜を36万個に:・ 一.・一一 ・.・
メッシュ し、実時間3nsecごとの熱流動シミュ:
レーションを行し、、そのメッシュ各点{こ磁気特,陛6000e,.
(磁化や保磁力など)を オーバラップ して磁化反 。 ・ 】
転を判別するというものです。本間君たちの寝食_一 ・.
潔 譲 認 ぎ鋤 論 暑1,・・e:1臓瑠:1三lll
を得ることができました。ビデオァニメーション'_「
で見たときには、感動の一言でした。本年(92年) -1pm
7月胱 メモリシンポジウム(横浜)では3日間 謄 鯉 矯騨 誰 竃 瀧 瑚繍 醤讐鷺
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ベル研究所滞在記
渡 辺 洋 右







×7表面構造のHe原 子散乱法による研究で著名 が,私 のために簡単な教育スケジュールをたてて





下 っ て"EXIT43:NewPrOvidence/と ころで建物自体は大きくても実験室は狭 く金
BerkeieyHgts//Mile"と書かれた緑色の看 研新棟でいえばその広さは¥コ マ分位でそこには
板を見たら右折して,DiamOndHMRd.に入 目的とする実験装置以外に簡単な試料調整設備,














の部屋番号でも必ず しも空間的順番が守られず,ヨ ッパ室は油拡散ポンプとルーツポンプ,散 乱測
ある番号の部屋が突如消失して,は るか遠方に出 定室とロー ドロック室はターボ分子ポンプ.で排気
現するような事もあります。建物とは逆に研究グ する方式をとっており,後者はその真空度は常時
ループは一般に小さく,私 のグループの場合先の/0"iOtorrオー9"に維 持 され て い ま す。Q-
Head兼BOSsのCardillo氏以外には分子散masS検 出器は散乱測定室内にその回転機構 を
乱実験を担当しているBahr氏とボス トドクで 収容する方式を採用していますが,こ のため真空
STM実 験を初めたばかりのHsu氏 の3名 のみ 槽内部は複雑化 し試料回転の際には検出器等と衝
で,従ってBahr氏が私の面倒 を見てくれること 突が発生しないよう最大隈の注意を払う必要があ
一10一
りま した。付属機 器 としてはLEED,AUGER...,i■ ■h.へ
等があり,べ一キング時には退避できるようにべ=====
!蔀灘 羅 し輝認発1旦 ≡≡蓄AT&T　
タに取 り込む方式を採用 しています。これら計 「『唱詔嬰「
測 ・解析用ソフ トウェアはFORTRANで 書か ム
纒 畠き離 窪膳 粥 聾究寿蕪 垂∋細酊　
これには大変当惑しました。多分マニュアルを書 望 『
くような時間的余裕がないことと,頻繁にバージ
郵9薩 礫璽3鷹 耀鴛藷 蓼酊酊
これも上と同様な理由によるものと思われます。
このような次第で装置の電気的結 線は新1日混合 図1会 社ロゴ
し,前出のBahr氏自体もよく把握 していないの




て頂きます。ます第 餌ご研究者に限らすアメリカ 打ったゴミ箱に直行 していたようで,私 もそのよ
人一般にいえることと思いますが良く言えば融通 うになってしまいました。このような事構もあっ
のきく発想,悪 く言えばルーズな考え方をすると て電子メールが重要視され,前 出のCalender
いうことです。先の例でいえば室番号は単に名前 も含めて紙面とおきかえる作業が進められていま
の一種であって順番はどうでも良いということに した。このようなことは物品払い出しにも及んで
なるのでしようか。ベル研はAT&Tの 民間会社 お り,倉 庫 に い っ てPurchaseNo .,
所属で,そ の会社マークは地球のような丸に横線DepartmentNO.etcを コンピュータにキー
が入ったものです。これは電話機は勿論,便 せん ボード入力すれば全て完了です。このシステムは
やら]ン ピュータやら全てに付いています。会社 まだ2年 程前に完成 したばかりと聞きました。同
{1.マ ークである以上は横線の本数は一定だろうと思 様に図書館の蔵書数も金研より少なく,そ の代わ




します(図り)。実験装置でいえば衝突が発生 しな 然とも言えますが,最 近特にその傾向が強くなっ
いように,注 意 して回転 しなければならないと書 て い る よ う で,先 に 書 き ま し た 私 の
きましたがこれにも理由があります。この回転にDe【 ⊃artment名も/年 程前までは'PhysicS'
は//5の減速機構が付いているのですが測定目盛 と ℃hemistrゾが含まれた基礎的な部門名でし
にはそれが考慮されていないのです。このため同 た。月に2回 当該部門研究発表会があり,そ の分
じ角度が/周 すると5回 出現します。何回目の角 野は理論家を含む非常に広範囲なものですが,私
度だったのかいつも自信がなく不安だったことも の部門での最重要研究は良質な光ファイバーの製








イギ リス(ス コ ットラ ン ド)
アバ デ ィー ン大 学 に滞在 して
後 藤 孝/
平成2年4月 か ら平成4年3月 まで,A.R.と 呼ばれている美しい町です。かつては造船業な
West教授の招きによりアバデ ィーン大学化学 ども盛んで,≡ 菱創設に協力したグラバーの生家







も何回か訪れたことがあり,親 日家で,日 本人の 結婚 した日本入女性が4名 程度です。月に/度 日
受け入れにも積極的です。これまで学生,研 究者 本人会があり,色 々情報交換 していました。丁度
合わせて ア名の日本人が長期に(3カ 月以上)こ 昨年は,イ ギリス中が日本ブームで・各地で日本
の研究室に滞在したとの事です。 展が開催され,日 本が最大のスコッチウイスキ}
アパディーンは,ロ ンドンから北に約800km(飛 の輸入国であることなどから・スコットランドで
行機で約 相寺間半,列車で ア時問余),北漕に面し も日本の文化'経 済に対する関心が高く・アバデ(、




じですが,メ キシコ湾流の影響で,年 間を通して(/495年 創立)とマーシャルカレツジ(1593年創立)
/0・-20℃の比較的温暖な気候です。 しかし,一 年 の2つ の大学があり,古 くからヨーロッパの学問
中吹き付ける冷たい北風と,冬 と夏に極端な日照 の中心地の/つ で,/860年に両カレッジが統合さ
時間の差は,さ すがに北極がすぐ近いことを思い れて現在に至っています。/994年に創立500年記念
出させてくれます。この町は,古 くから北濡沿岸 行事が盛大に行われる予定とのことです。ノーべ
有数の漁港として,ま た近年は不況のイギUス の ル 賞 を 受 け たGP,丁hOmsOn(」.J.ThOm一
中では例外的に,北 湧油田の基地として栄え続けsonの 子)が教鞭を取り,ま た詩人バイロンが育
ています。町中の建物のほとんどが灰色の花曲岩 った所などとしても有名です。6学 部,学 生数約
で作られGran比eCltyあるいはSilverOi七yアOOO名を擁 し,スコツトランド北部での研究 ・教
一12一
募窪膿 諮:野 草塑:叢:塁蕩ぢ藁 粛
1灘灘 黙 ξ 癒ろ_.
が話し,独 特の文化 ・歴史を有することから,古 。スコットランド
蒸 叢欝1北繊
契薦 竺誌鷹㌻ ボさ㌘ ウ㌶ 研
固体無機化学及び新物質の探索 フリーラディカ 銭 ロ
ル及び有機金属化学,環 境問題に関係 した化学,ロ ンドン
の3つ に分類することができます。この中で無機
材料(セラミックス)の研究に携わっているのは,
/0人の 常勤 スヲ ッ フ(内教 授2名)と30名余 の
ReSearChFellOW,客員研究員,PhD課 程 た。このグループには,私 の他に2名 のポストド
学生で,以 下の3つ の研究グループに分かれてい ク,5名 のPhD課 程学生,2～3名 の比較的短
ます。①West教授を中IUとして,(/)BaO-Nd、期の客員研究員が属し,全員,何 らかの酸化物焼
0、-Tio、系材料(マイクロ波誘導電体),Bi20,一 結体ペレットを作って結晶構造と電気的1陛質を調
SrO-CaO-CUO(高TC超伝 導 体),Na20一 べるという点では共通していました。いずれの研
Li,○-M90-AI,0,(βアルミナ固体電解質),な 究でも相図と結晶化学をもとにして,構 造と特性
どの相図と特性,(2)BaTiO、のPTCR効 果の の関係を体系的に研究するという一貫 した姿勢が
解明,③ 磁性材料(フエライト,ア モルファス金 あり,基 礎を重んじる英国の伝統的学風を感じま
属),固体電解質(Oai2Al1,033,βアルミナ,Liし た。



















結晶材料化学部門 岡 野 泰 則















研究会は表/に 示すプログラムで,平 成4年/技 術の係わりがシルコン結晶技術を例にして紹介




研究会初日は,今回の研究会の主題である熱 ・ ることなどが述べられた。 ¢
物質の輸送と結晶成長に関して,基礎的な物理化2日 目 最 初 のP,Gerlach(Wacker
学現象の研究の立場と,結晶物質 ・材料を実現すOhemitronjc)氏の講演は,最近のシリコン結
る立場とから研究発表と活発な討論が行われた。 晶育成技術の課題に関して,特にMOS-ICのゲ











ある成長縞の成因 ・実態の解明が進んだこと,代 表1研 究会プログラム
表的な化合物半導体結晶であるがリウムひ素結晶 平成4年1月23日
育成時の結晶境界発生要因の解明とその抑制対策 開会の挨拶 春日 正伸(山梨大工)
が確立され,直 径/00mm,長さ350mmの大形単結晶{/)結 晶成長に係わる熱 ・物質移動現象




の縮小欠陥制御"と題 して開催 した昨年の第 ア回(2-2)融 液流シミユレーションと結晶成長研
研究会が大きな刺激になったものとも言える。 究
2日目の後半 は,酸 化物単結晶作成の高性能 日比谷孟俊(日本電気)
化 ・多様化への試みと題して,共 同研究関連の研(2-3)結 晶物性と結晶成長
究成果を中心に研究発表と討論がされた。すなわ 岡野 泰則(東北大金研)
ぢ,モ ス ク ワ物 理研 究 所 か らM .TimOshe一 コメント:橘 正人(早大理工),吉村 忍(東大
chilくln客員教授を迎えさらに大阪大学との共同 工),岡EB英夫(≡菱化成)
研究によるCZ法ONGG結 晶,連続チャージお(2-4)溶 質輸送と結晶成長
よび2重 るつぼ法LN結 晶,EFG法Tio,va晶 助川 徳三(静大電子研)
等の結晶成長と結晶特性に関するものであり,本(2-5)CZ-Siプ ロセスにおける酸素移動
研究会を通 じて,研 究成果の報告とこれに対する 西崎 克己(川崎製鉄)
貴重な意見を得 ることもでき大変有意義であっ(2-6)MCZモ デル実験
た。 天野 正弥(山梨大工)
本研究会は今回で8回 目となり,こ れまで共同 コメント:中嶋 一雄(富士通研),小野 直樹
研究による研究成果の発表討論に留まらす,広 く(三 菱マメリアル)
国内外の関連の研究機関の研究者,技 術者の参加 白石 裕(木村プロ)
を得て,最 新の研究課題や技術動向を把握 し,今(3)2泄 紀へむけての結晶技術











最後に本報告を書く機会を与えていただきまし コメント:井 上 哲也(住友電工)
た福田教授,山 梨大工学部春日教授に感謝致 しま(5-3)ZnSe結 晶成長
す。 大森 健三(岡山理科大)






(7)次世代結晶材料 ・技術研究への提言(8-4)VB-LBO石 井 満(湘南工科大)
福田 承生(東北大金研)コ メント=勝 亦 徹(東洋大),古川 保典(日
(8)酸化物単結晶作成の高性能化 ・多様化への試 立金属),北村 健二(無機材研)
み ◎ 中国におけるレーザー,非 線形光学結晶
(8-1)CZ℃NGG佐 々木孝友(阪大工)S.Pan(中 国光学精密機械研:東 北大金研 客員
(8-2)EFG-Tio、町田 博(東北大金研)研 究員)
]メ ント:米沢 卓三(信光社)閉 会の挨拶 福Eヨ 承生(東北大金研)
高圧力下物性測定技術 の進歩 と(1
物性研究への応用
金属材料研究所 金 子 武次郎
1.はじめに 平成3年度
昭和62年と64年にr遷i移金属化合物の高圧力下 東北大学 金属材料研究所 ワーク ・ショツブ
物1生』と題する研究会を開催した。会では,実験 日時 り月24日








光学,磁 気,電 気測定等が現在進行中である。-10=/5松 田康弘(東 北大金研)
方,理 論面ではバンド計算の発展も目ざましく,黒 田規敬(東 北大金研)




開きつつある極端条件下の物性研究と,最 近,新/0:55(毛 利)下 村理(無 機材研)
しく開発されたLMTO法 によるNiAs型結晶構 「高圧下のXAFS測定」







14=/5小 野文久(岡 山大教養)工 の小野寺氏は高圧下の中性子線回折用に設計 し
「磁化の圧力変化の測定装置の試 たアルミナ高圧容器と,最 近注目されているプロ
作と応用」 トタイプの高圧装置について紹介 した。また,岡
/4:55巨 濡玄道(熊 大教養)山 大教養の小野氏は高圧マイクロ ・ボンベを振動
「極低温高圧力下物性測定装置」 法(>SM)を用い,精密に磁化を測定する装置を
15=35～り5:45休憩 阪大で研究開発を行い,イ ンバ 合金についての
15=45(安西)望 月和子(阪 大基工)*測 定結果と共に研究成果を報告 した。熊本大学教
「遷移金属化合物の電子状態と圧 養の巨濡氏は低温,高圧,強 磁場の多重極限条件
力効果」 下の物性測定装置を製作 し,主 にヘビーフェルミ
/6:30鹿 又武(東 北学院大工)オ ンの磁気,電 気抵抗の測定に関して研究報告し
「Cu、Sb型,ぺロブスカイト化合 た。
1物 の磁気体積効果
」3d元 素の金属間化合物のバン ド構造 は近年,
16=55上 村孝(索 北大教養)数 多く研究報告がなさRて いる。特に阪大の望月
「NiAs型Fe-S,Se系における高 研ではAPW法 を用いた研究が精力的に進められ
圧下の相転移」 ている。ワーク ・ショップ時,OISのクラフト氏
17:20太 田悟(八 戸工大)が 望月研に来られ共同研究を行っていた。彼 は
「CrTeの強制磁歪について」LMTO法 を 用 い てNiAs型結 晶 構 造 を持 つ





可能なキュウビック ・アンビルプレス(最 高圧=扱 が同じ程度であることなどの利点がある。議論
801くbar)の作製とこRま での研究成果 例えば はクラフト氏を交え熱心に行われた。東北学院大
CeSbでは75kbarで電気抵抗の異常なピークが の鹿又氏はCU、Sb型の結晶構造を持つMnAl一
出現するなど,低 温高圧下で新 しい振る舞いが観Ge,MnGaGe,MnZnSbの 化合物について
測される等の報告があった。東北大金研の松田,熱 膨張とTcの圧 力効果を測定 した結果 につ い
{じ 黒田氏による強磁場下のダイヤモンド ・アンビル て,新 磁気相の発見やあるMn-Mnの距離iによる
による高圧力下の磁気光効果の測 定装置の製作 局在モデルの破れなどの興味ある報告をした。東













4.ま とめ 象,非 金属一金属転移などについてバンドの立場
急速な技術の進歩に伴い,今 まで考えられなか から議論が展開された。
った測定環境が可能かつ,よ り質の高いデータを このワーク ・ショップに39名の参加者があり,
大量に処理出来るようになり,複 合極限状態での そのほとんどが高圧発生と物牲に興味ある研究者
興味ある物性の横顔を見ることが出来るようにな であった。参力ロ者の間で,高 圧発生技術と物性と
った。今回のワーク ・ショップで,高 圧技術の最 の相互理解を進める上で非常に良い機会であった
新の進歩の一端をうかがう事ができ,ま たコンビ ので,こ れからもこの様なワーク ・ショツプを発
ユークの発達に伴い精度の良いバンド計算が行わ 展させるようにとの要望があり,次の機会には「原
れていることも知る事が出来た。本ワーク ・ショ 子間距離と物性」に関する研究会を企画する事で,
ツプ は実験と理論が良 い意味で競争 しながら,こ のワーク ・ショツプを終えた。














愚 ・昏 鳶 卑 ○
轟 調 偽 電











人 事 異 動
(/992.2～/992.6)
転 出
氏 名 年 月 日 転 出 先
志 村 宗 昭/992.3.31停 年退職
並 木 美智子 り992.3.31停 年退職
J・ジャブロンスキ/992.3.3/辞 職
山 本 文 子/992.3.3/辞 職
金 ≡巨i添/992,3.3/1辞 耳哉
中 嶋 英 雄/992,4.り 岩手大学工 学部教授
Jf
西 谷 龍 介/992.4./九 州工業大学情報工学部助教授
上 羽 牧 夫/992.4.り 名古屋大学教養部助教授
進 藤 大 輔/992.4凶 東北大学選鉱製錬研究所助教授
潟 岡 教 行/992.4./東 北大学工学部材料物性学科助教授
二F川 圭 吾/992 .6M信 州大学教育学部附属教育実践研究指導センター教授
≡E向 東/992.6.30辞 職
新 任 及 び昇任
氏 名 年 月 日 官 職 部 門 等
粕 谷 厚 生/992.2./助 教授 新素材開発施設
劉 春 明/992.4■ 助 手 高純度金属材料学
佐々木 孝 彦1992.4./助 手 低温電子物牲学
[(:柴 山 還 樹1992.4■ 助 手 材料照射工学
辻 幸/992,4.り 助 手 分析科学
阿 藤 敏 行1992,4,り 助 手 超高圧化学
松 木 謙 典/992,4.1助 手 溶解凝固制御工学
モハメド・シェリフ1992.4,1助 手 ランダ∠」構造物質学
ベインズグルミth・シ)グ1992.5.り6助 手 磁性材料学
勤ンハートワ・ガマイヤ1992 .6.り 助 手 新素材開発施設
大 山 研 司/992.ア.1助 手 放射線金属物理学
一19一
平成4年度 東北大学金属材料研究所研究会採択一覧
代 表 者採択番号 研 究 会 の 名 称 開 催 期 間 連絡教官
氏 名 所属・官職
92-/鞭 規縣{こ おける肝 電 早稲臨 夫 難 大蘂 麟 研4.ア.9-4.ア 、/02日間 跡 禰
922ポ リマ物 性とパタ 一ーン形成 石鍋 孝夫 懸 学工学部4.1・.22-4./・.232日間 川添 良幸
92-3昌 塞 騒 素の韓 と利肛 関 岡本 顛 望黙 奇学轟 炉4.7.23-4・7・242日間 三購 明
924購 鍵 爺 器{霧 藻 ・」、谷 章雄 魏 大勤 陛研究所4・8・17-4・8・/82日間 奥 正興
92-5簾 がス捕捉●鰐 化変換勝 柴田 俊夫 嘉 学工学部4.1/./6-4、11,/72日間 橋本 功二
92-6ス ピニ"ス 研究会 荒井 賢一 難 大蟻穆気麗 研4・1「・a8--4・1/・192□間 藤森 啓安e
92一ア 駆 齢 壷 漏 テ▲と各 鳩 忠平 羅 田大学理工学部4.41.24-4./り.252醐醐 一郎
928飛 移鋸 化舗 蝿 子構 朝 不・畷 隆大学基礎工学部4./215-4.12.「73日間 山□ 泰男
※開催期間は変更することがある。
平成4年 度 東北大学金属材料研究所ワークショップ採択一覧
採催 ワー クショガ の名称 官 縫 者名 開 糊 問
92-1マ イクロ磁気デバ イスの応用 と新展 開 教 授 増 本 健4.5.22～4.5.232日 間
92-2バ ル ク単結晶作成 に関す る移 動現象 教 授 福EB承 生4.5.25～4.5.262日 閤
92-3鹸 ケー蠣 造騨 構 造制1卸の現状 助獺 儲 富†専4・9・24-4・9・263日間
92-4傾 斜 機能材 料研究の最近 の動 向 教 授 平井 倣 雄4.6,15～4.6.162日 間 ●
92-5核 融合炉材料 の照射効果 教 授 茅野 秀 夫4.9.7～4.9.82日 間
92-6最 近の顕微技 術と結晶成 長 教 授 小松 啓4.10./5～4.10.162口 問
92一ア 議 灘'合 金0化 舗 の灘 石椥 助獺 金子武畑4・ り0・/5-4・/0・G62日間
92-8半 導体中 の欠陥評価法 助 教授 末澤 正志4./0.29～4./0.302日 間
92-9篠 レス鋼の諸特il生[こ及{9"す高纏 化 獺 谷野 満4・//・5-4・/り・62日 間
92-10不規則構造をもつ重い電子系の物性 助教授 隅山 兼治4,牲10～4.りM12El問
921り 馨1本{こ おける酬 目関をもつ1取 元 助獺 翻 醐4・ 牲1アー-4・//・/82日間










・ 響 研究調 職 研誓 名 縫 石程究搾
92-
/0り酸化鵬 温超1云躰 の準米好 状態と物性 新 潟 大 ・理 茄賀 裕之 立木研 立木 昌
92-
30謬ま響 舞導1本蝿 子状態の光電子胱 静岡大・電工研 嗣 姓 ノy木 昌
92-
302酸化物超伝導発現綿 の理論岬 究 名 大 ・工 前)ll髄 ノノ 鉢 昌
92一
り。2証 下の結晶成長 東 大 吻1蜥 麻 購 ・」、松研/」・松 啓
92一
り03艦i憲 灘 羅 嚢 醤癖1酷Oa鳥 取 大 ・工 舳 悟 ノyl/」、松 啓
9㌔
4伝 論 擁 繕輸 蕎晟法1こよるBi系超 岩 手 大 ・鞘 麹 飼 ノ 林 成/i
9㌔
5Mn・SiのTZ法{こよる聯 吉晶育成の研究 愛 媛 大 ・エ1-SE昇一y]林 成/i
9㌔
6生 隔 分子の結晶成長編 の解明 広大 ・生粧 産 藤 罷 ノY1/」、松 啓
92-
303超伝導酸化騨 結晶献 の研究 東 北 大 ・工 越後谷淳一 麻 成行
92'
304鱒 場中での結晶嚥 形の稜 定/t慶 応 大 ・肛 講 幸夫 ノ 動 牧夫i〈-J9㌔
ア 謬 関電子縦 体の弓螢磁場下耀 の 電 総 研 健 文俊 中)11石」1木議 勇
9㌔
8釜 薦論 議 錯葡 よび関連する多核 剣b大 ・理 晦 翼 刀 中ノ1陳B召
9㌔
gRZn2(R:希土類)単結晶の磁性 九 工 大 ・工 北井 哲夫 ノ 金子畝 自B
92"
110hP/3型Fe湘n・Ge・合金礪 性 芝 肛 大 ・エb6浩 ノノ 中ノll康昭
92-
M/Oe鋸 間化舗 単綿 の磁性 岩 手 大 ・エk橋 正気 ノノ 中II陳 日召
92-
M2勘 緩幽 櫨 鰯 軍エリ磁,1生(こ対する 慶応大・理工 隻西修一RBノノ 金子畝 郎
9㌦ 繧霜盗蕩 講 属化舗 の圧力'磁場誘 東北学院大・工 鰍 武 ・ 金子武次郎
9㌦ 憲 瀦 鋤 屋劣彙化舗 の轟 度AP工 大 畑 悟 ノ 金子覗 匡
一21一
採 択 所 外 研 究 者 所 内 研 究 者
番 号 研 究 題 目 所 属 氏 名 研薙 氏 名
9%漏 認 竃 藩 トレーション系Fe・お茶の水大・理 巌 蔚 ノ 中川 康昭
9㍉A「Mn維 嗣 化舗 嚥i生 東北大・素柵 躰 實 刀 醤 魏 区
9㌦ 砺 麟 難 畳bh鯉 希土類耀 お茶の水大・理eE・P翠 ・ 中lll康B召
92'
23/NiAs型化舗 の証0強 磁場下の研究 東 北 大 ・鞭 掬 孝 ノ 金子畝 郎
9㌔ 雛 欝 論 瀦/し超 顕微鏡1こよる 東 大・医 廣Ill醗 桜井研 桜井 利夫
9㍉ 叢 体万 臓 面の融 態への電場 静 岡 大・工 止 豪 ノ 捲課 脊
。92fi
420需E講 螺 讐 鼎 舘 艶 鑛 褻 東 大・工 軸ec=・ ノ 桜井 利夫
9㌔ 難 果灘 薩 朧 附 ゴる耀 成 長 崎 大・歯;zm顛 ノ 宝野 和t専
92"
り22提 亮累あ聾 藻 蓮嗣/ヒ合物中 京 大・工 溢 宏 ノ 宝野 禾・†専
9㍉
3睡TMこ よる化合物鱒 体麺 安定 筑波大・物質工 重ノll秀実 ノ 桜井 利夫
92'
/24甜葬キシャ/レ成長齪 の原子レベ/レで 名 大・工 竜 彪彦 ノ 桜井 利夫
9礼
2覇 生濡 糟 劔 齢 薯鍵 継 の解 東 大・工 龍 幹宏 ノ 桜井 利夫
92
り26劉{寡 毅 翻 控蟷 講 「OS一阪 大・工 森 難 ・ノ 櫻井 利夫
9㍉ 葬規貝UNi,AIXS金の蹴 率醐 する研 岩 手 大・エZ澤 正人/」・林石刑 、林 典男
92'
/2S鰹醤 難 躰 の熱1云躰 と散乱機 岩 手 大・工 纏 宏七 ノY1/」、林 典男
92'
/29輔1蜘(dmit)・tfi(Dフエノレミ面の研究 東 大 ・理 臨 祐之 深細 豊田 醐1
9㌔
02>R元電孫 の麗 騰 下の基底状態 糟 院大・副ll路 鞘 ノ 顯 哲良B
9㌔ 灌 二元系聰 塩備 造の研究 九 大敏 養ii£E信一 榛
)器山□ 泰男
㌔2中 性子回折1こよるUSiの磁気構造の研究 北 大・理 飴 輔 ノ 山□ 泰男
92'
/33三元系γ一Mn(Fe・Ga)合金の磁性 舗 工 大 ・工 塩 富栄 ノ・ 山・ 鵜
9㌔
4La細 云導体の髄 相転移と超伝導 筑波大 ・頒 工1申山 崇 ノ 山・ 泰男
9㌦ 莇 晶Sm金嗣 化舗 囎 陛と騰1生 琉 球 大 ・理 知 崎克馬 ノ 1可 部 馳
92'
136翻 磁脚 こ現れるいくつかの整合型 鯉 大 ・肛 桃沢 騨 ノ 山□ 泰男
一22一
響 研究題目 評 叢研讐 名 誌 警 ξ
9㌦ 嘩 磁 脚 研究 愛 媛 大・工 謡 昇一 ノ 曲 泰男
9㌔謡a・Nb蹴=S・Se)の1氏温中性子回 筑波大・物理 ㌫ 隆司 刀 山・ 泰男
92「
39旛 購 ～フ〔こよる有機結晶中の焔 翫 大・文理 揺 謙一 鯉予石丹 鰹 浩二
92'
440半導体結晶1こおける鋸 状態の動特性 岩 手 大 ・工 勢 禾・郎 ノ 解 浩二
92-
234高鰻 万 ンレス鋼の特性1こ関する研究 東蹴 ・基紅 嬬 直弘 谷里予研 谷野 満
r92305朧 贈 労跳 腰 蕪 及〔ます 東 大・工 柴田 浩司 ノ 謡 満
92L
3。6高鍍Fσ 。「合金の塑艘 形と醜 晶 京 大 ・工 牧 正志 〃 艶 撒
92'
141証 下多価半躰 の鋸 相の理翻 研究 岩 手 大 ・放 進藤 浩一 順 丹 大野かおる
9㌦ アクチナイド化舗 の電子髄 新潟大・糠 良釧 彰 ノ111添曄
9㌦ 翻 鐸靴 超欄 子の翻 こ関する職 岩 手 大・工 諮ll正之 刀 大里予かおる
92'
3。7マイクロクラスター蠣 鞍 定牲 姫 路 工 大 ・理 翻 暁 ノノ 　1添 曄
92"
3。S書㌍;;う ターのコンピュ『ターシミ 東 大 ・理 近藤 保 刀rll添 匪
92'
3。9葬ヒーレント異常法に用いた楠 移の研 東 大 ・理 ㌫ 躾 ノ 胡 暁
92-
233幕襲度万 ンレス鋼の照射㈱ こ関する 東臥 基紅 嬬 直弘 茅野研 茅野 秀夫
92'
32/照射脆化材料の健全性回復{こ関する研究 鯉 大 ・理 工 井形 直弘 ・・ 業野 秀夫
¢92'322葬醐 材料卿1住子閣 脆イヒ醐 する研 岡 山 理 大 輌 裕 刀 藁下 裕明
92'
/44ε鰯 盆ライド単結晶嚥 胡 下地と 軌 大・糠 曲 朝 鵡)器 山□ 貞ej
92'
/4S潴融 携 留 藷 乳 繍 縦 ス 九大・鯛 曲 元 英一 ノノ 長谷川雅幸
92"
/46繁騨 持つ粗 鉱物の驕 子潮 に 新 潟 大狸 蛙 蘭 ノ 長谷lll獅
9㍉
7纈 楚膿 合体を含む金属の陽電鋳 北 大・工 細 証 ノノ 長谷ノll雅幸
92'
/4S辮 法1こよるC「N/C人工格子の髄 京 大・理 軸 則日召 ・・ 山□ 貞衛
92画 禦 欝 置プラズマ対向材料のイオンビ 核 融 合 研 細 耕治 ノノtS口 貞衛
92「
49灘 摯顯 舗 譜 馨謡 ライ關 金 材 研1可部富甥 松細 松井秀樹
一23一
採 択 所 外 研 究 者 所 内 研 究 者
番 号 研 究 題 目 所 属 氏 名 研究室 氏 名
92-
/5。葬属材料中のへi)Vtsの挙動1こ関する研 金 材 石脹 谷ノll晃 ノ 松 井 醐
92-
/51購 灘 籠 簾 とする合金中の水素のS工 大 諭 修 ・ 松井 秀樹
92-
/5癌 騨 纏 囎 鵬 の高温クリづ{こ 舗 工 大 ・工 嬬 正久 ノ 藻農 稀
92「
53碁霧藷 撃誌 た鋸 軸 へUOムの 東 大 ・エ2sw晃 ・ 松井 秀樹
92'
3/。鋸 間化舗1こおける拡散 京 大 ・工 帖 昌宏 刀 楓 醐
9㌔
4弓ge'[lll[II9'ii!iz.の構璽eelC大'肇 武生 酬 西谷 龍介e
92一
り55謹藷躍 雫弩騨 蒲 子1而白金錯体 東 大・擁 松下 信2〃 期 規敬
92-
/56の編 総題 誹 魏 鋸 合原子価錯体 名 大・擁tST磧 ・ 黒田 融
9㌔
ア 罫㍍ ぎ某饗 壁 化合物辛躰 のフ 東北大・素材研=a実 ノ イニ科雄一郎
9㌔
8瀕 顯 鞍 遷移金属飴 原子鵬1本 京 大・副 、島 騨 ノ 罰 規敬
92-
159ぎ舗 諜 気センサ麺 での感応過程の 調 大電 工諦 寸上{罰 ノ[科 雄一郎
92-
/60麟 鵬 撫 らの結晶析出こ及ぼ 蜘 大・理工 舵1呆 鈴木研 鈴木 調
92-
16/鰯あ匙 兀 イング法1こよる半躰 非 北 大・理 制1和 彦 〃 鈴木 調
92-
/62幅 謡1男蒔 窃 雛 寝撫 ド系ア 新 潟 薬 科大 稀沼 灘 〃 鈴木 言禰
92"
/63聾離 舞機化舗 がラスの構造[こ関する 大肛 技謙 所 融 則正 ノノ 跡 調
92-
/64葬元系非顕 合鋤 原子髄{こ関する研 名 大・工 融 俊晴 ノノ 鈴木 謙爾e
92-
/65翻 肖酸塩の軸 髄lt大 ・王輔0勤 隆 ノ 鈴木 瀬
92-
/66蕩毒類鋸 系アモ1しファス合金の髄 と 東 北 大・工 紬 醐 刀 鈴木 言兼爾
9㌔
7講 麟 瀟 譜 燗 薪Cu・㈱ 熊本大・鞭 曲 殖 ノ 隅山 兼治
9㌔
8ア:EJLファスCe合金の鞭 倉旨 副 大・理 桝 醐 ノ 剛 兼治
92'
/69難騨 量齢 鋸 貌鍮 のアモ/レフア 山 大・教 育 顛 雛 ・ 鈴木 言兼爾
92-
170Sic系アEJLファス灘 の構造 大阪府立大 ・工 訥 臥 刀 鈴 木 言兼爾
92-
313元属轟1ぎ タンニ元系酸化物のゾ/レ'ゲ山 大 ・工 線 義1言 ・ 量S木調
肇 研究題目 評 叢石瓢 ㌔ 纏 石響 著
9㌔
4非蹟 顯 の蜘 髄 の研究 高 エ ネ 研 新井 碑 ノ ㌫ 言禰
92'
3り5蕪朱礁 編 ノ綿 形成{こおける 宮 城 高 専 舗 真 ノ 琳 調
9㌔ 齪 鍛 卵 攣 鷺 繰 び膿 室 蘭 工 走 沢eRsp橋本研 橋本1)=
9㌔ 藷 議 レ法による耐ft'199Zfi莫形成[こ関 阪 大・工 軸 俊夫 ノ 橋本 功二
9㌦ 鋸 麺 酸化鵬 膜の構造とueE9制御 北 大・工 耀 眞浩 ノm功 一
92'
/74欝 難 化物による鍮 の麺 顔 北 大・工 釜 英隆 ノ 橋本 功ニ
ノ へd92-
/7S繹 善璽 極麺 胱 学的キャラクク 名 工 大 蛎 俊明 ノ 橋本 功
92'
り76湧鞠 議 翻 鵡 灘 灘 るTi基鍮 細 大・鋤 原 基 ノ 橋本 功二
%韓 酷 金破 膜安定性1こ及ぼす螺 の 中国工麟 萸所 酌 六R区 ノ 橋勅 二
9㌦ 蜀藍掘 謹 齪 嚇 謙 構造と腐食挙 蜘 大・肛 輪 健一 ノ 癖 功二
9餌
り7繭蘇 灘 発重穣離 蝋 笛態制 東 工 大・工 永流 徹 ノ 橋本 功二
92一
りSO膏i醗薪 漏 課 錨 鋤鴇La櫃 大・肛 癬 正光 庄蜘 刮1昌 宏
9㌔ 蝶 能覆騎 難 篠 よるTiN-Fe系ナ 姫肛 大・工 鵬 徹 ノ 曲 安彦
9㌔
2鋸 螺 化物の聾 騰MR大 ・肛 知 有 ノ 麟 鐘
9㌔
3撫 擁 ンドの衝撃舗 実験と制 スの 阪 大・理 柵 准 ノ 庄野 窮
(ジ9餅り84詣1翻 のユゴニオ泪1定 無 機 材 研 関根 利守 ノ 庄蝦 彦
92'
りSSP>DFゲージ[こよる翻 の計測 東北学院大 ・工 撫 裕久 ・ノ 麟 麺
92
/8覇廃Ru合金単結晶胎 成と弓単'齪数の 東 大・理 轍 峰夫 ノ 螂 安彦
92一
り8漏 舞1辱 体Tcの醜'酬Cuつ 距 山 大・エ1申戸 螂 ノ 庄野 安彦
㌔8熱 化舗 の謄 反臓 礫 構醐 す 化 技 研ts・P克己 ノ 麟 購
9㌔
gTlを含む非縣 酸吻 超1云導体の縣 融 大・斑 概 純 ・ 幅 安彦
9㌦ 譜 響騒[こよる制振合金の高1生靴iこ 東 北 大・工 諄 赦 増本研 躰{建
9㌔濤 藷 謡 簿 モ/レファス鍮 を原料と 鹿脂 大・工 諦 踵 ノ 邸{建
一25一
響 研究調 評禁 讐 名誌 警 ぞ
92-
ag2睡 蝋 礁 審 蕪 薪1こお〔tる組 愛 媛 大・工 甑 隆 ノ 聯i建
92-
/93準結晶の髄 噺 こ関する石丹究 鰍 材 石舳 本 昭ニ ノ 躰 健
92-
/94燕 論 香霧 フy7xafi箔の水素 化 技 研 旛 直次 ノ 増本 健
92-
3/2鋸 の液体鋼 危化1こ関する研究 明 治 大 ・肛 腺 大一 ノ 増本 健
92一
り9諭 葬多層膜超伝躰 の階 電流1こ関する 岩 手 大 ・工 湘 学 藤森研 縢 簾麦
92-
/96華藷 属系アモ/レファス合金の朧 と 東 北 大 ・工 紬 醐 ノ 藤森 啓安
9㍉ 椴 潔 ける金属Azix・{i・の磁気抵抗 熊 本 大 ・eweslb}・ee'izxa刀藤・Xxpto9。
9㌔
8器 劣おま告1蚤謝 謡 ン化合物の 横 浜 国 大 ・エ1単 素英 刀 齢 啓安
92-
3/謳 鵬1蟹 濤 よるMn窒化伽 舗 鶴 岡 高 専 鈴木 建ニ ノ 齢 啓安
92-
3り7難 難 舘 薯議 微細組織の生成 京 大 ・工 闘 光造 刀 齢 蔽
92'
31S絡Cu人 工格子のCu椥MR{こよる 東 大 ・n,lt・E」i鏑弘志 ノノ 巌森 啓安
92-
19嘱 慨 齢 晶の訥 こ関する材糊 学 九 大 ・工 謡 購 福田 福田 甦
92-
2。0バノしクZnSe単繍 成の研究 北髄 工購 所 綿 期 ノノ 細 甦
92"
20り蠣 欝 雛 質嘲 連する糸吉晶の誠 東 大 ・理 廟 弘之 ノ 福田 承生
92-
20嬬 藤 非線形光学材料のレーザー特性評 阪 大 ・エil・々木孝友 ノノ 翻 粧
92一
203胎 騰 本結晶卿 伯と光臨 輌 長 岡 技 大 ・工 飯畷 之 ノ 福田 甦 ●
92-
204藤 馨鱗 欄 希灘/ヒ 騨 結晶 金 材 研 藤 充典 ノ 福田 承生
92-
205蔑温高騰 融法{こよるZnSe単結晶の育 岡 山 理 大k森 健三 ノ 響轟 鶏
92-
206鶴鰹Se単 結晶の翻 勺'光学醐 蜘 大・理工 ㌫ 智 ノ 細 承生
92-
207欝帯胱1こよる単糸融 長現象の数i直九大機能膿 研 轍 紘之 ノy翻 甦
92-
208蘇轟i蘇 結 講 綿 誠B寺の熱'物 早 大・理 工 軸 彰 ノ 講 瓢
92-
2。9糧灘 離 誘 轡 縄 器 薄膜の 山 大・工 鵡 重利!P#EJ・1・1!FZ井騰
92-
210呂1嵩鑛 鞭 畢鶉 凝 複合微粉末 湘 南工 科 大 悪 忠8召 ノ 平井 敏雄
響 研究麗 評響 讐 名総 警 ξ
92画 験 鋳 癬騨 化物強網 本薄膜傭 炉 工大・工 壬曽田陽一郎 ノ Ψ井 麟
92-
212}テ ツド材料の機融 寺性とそ卿 而 琉 球 大 ・工 鋤 春栄 ノ ・P#騨
9㌦ と1磁 罷匙 署三誘 畏マーを前駆体 東北大・反応研 舳 実 ・ 斡 敏雄
92-
214合1鵡器 灘 臆 冷合釦 組kecと強度 棚 大・鋤 紐 充 井上研 井上 明久
9㌦ 蠕 撫 ぽ振動法によるAl基合鎌 姫肛 大・エ&JUE徹 ・#k明 久
9㌔
2藁 撫 ス合金の急速㈱ 下の挙動こ 群 馬 大・工 阜乙嫌 典 ノ 井上 明久
('92-
2i61Ni・Aeの延性と粒界1生ヰ各分布 岩 手 大・工 撲 晶彦 花田研 舳ll多治
92-
27金關 化舗 の魏 と髄 組織 宮 城 高 専 抽 將 〃 離 隣
92"
2/S薪贈 懸 鞭 騰 編 罪した高 室 蘭 工 大X村 晃彦 ノ 高杉 隆幸
92"
2り9表醸 化した高クロム白雛 の藤 毬 細 大 ・鋤 虹 道弘 ノ 花田1彦治
92'
22。高温超伝導テneブ舗 のJcの異方性 細 大 ・鋤 抽 明彦 ・ 花田II多治
92
3/暇 礁 イド化合物のマイクロシンセシ 金 沢大 医短大 婚R!FZ馴 研 塩胴 圭伸
92"
320講 濫 灘 るAm3+とCi一の相互作 静 岡 大 ・理 誉沼 英夫 ノ 佐藤1罵
9乞
21慢cn鋸 のナノ結晶の髄 と物性の研 名 大 ・工 帥 信夫 平酬 平賀 駆
92-
222Ni・Al系規胎 金蜘 立髄 岩 手 大 ・エk晶 彦 ノノ 醤 大輔
C92血 繁簾 の淵 転腿 のHREM(こよ 阪大盤 工 漁 一郎 ノ 平罷 二
92『
224輔 晶合金の講 能竈 顕微囎 察 奈良好 大 ・理 能 欣枝 ノ 轄 竪二
92'
22S鋒 翻 莫の初輔 造について 東 北 工 大 ・工 畑 願 〃 鞘 貿
92功議 嗣 胎 間Laves相の欠陥髄 の研 広 大・理liter保行 ・ 平賀 腎一
92"
22ア論 鵬 総 毒露 羅 乞嚢薔防 け 北肛 大・工 駄 酵 ノ Ψ賀 賢二
92'
22S野 嚇 射藻 霧合化合物系セラ 金 材 研 纏 仁 葡 設 四竈 醐
92'
229環罐 射した炭素系材料の水鶏 立体 近畿大・理工 巌 寿雄 ノ 膣 醐
92'
23。齢 彗謡 炉{こよる譲 化放身V化分析1こ斑 大・原研 斡 嗣 ノ 三頭 糊
一27一
最近発表された論文等 リス ト
















92-006ALCHEMI進 藤 大 輔 先 端 材 料 評 価 の た め の 電
子 顕 微 鏡 技 法,日 本 電 子




























92-013電 子 線 照 射 し た シ リ コ ン の 複 原 子 空 孔 河 裾 厚 男 ・ 末 澤 正 志 東 北 大 学 核 理 研 研 究 報 告
長 谷 川 雅 幸 ・ 山 口 貞 衛24(1991),245-253
」{












































































































































































































































































92-081合金 化 に よ るFe系薄 膜 の微 細 化 と軟 磁 気 特 性 潟 岡 教 行 ・ 藤 森 啓 安 日本 金 属 学 会 会 報31
(1992),34-40
92-082Fe-Co合金 の 磁 歪 の 希 土 類 元 素 添 加 に よ る 潟 岡 教 行 ・ 小 杉 山 真 一 日本 応 用 磁 気 学 会 誌16
制 御 藤 森 啓 安(1992>,235-238
92-083炭化 物 分 散Fe-Si-Hf-C微結 晶 膜 の 軟 磁 気 特 性 長 谷 川 直 也 ・ 潟 岡 教 行 日本 応 用 磁 気 学 会 誌16
藤 森 啓 安(1992),253-256
92-084FeN/FeBN多層 膜 の 軟 磁 気 特 性 大 沼 繁 弘 ・ 松 本 文 夫 日本 応 用 磁 気 学 会 誌16
-35-一
92-085FePt/Pt人 工 格 子 の 構 造 異 常 と 光 磁 気 特 性 渡 辺 雅 人 ・ 高 梨 弘 毅 日 本 応 用 磁 気 学 会 誌16
藤 森 啓 安 ・ 佐 藤 勝 昭(1992),329-332

























































92-103ス パ ッ タ ーFe-Bi非 平 衡 合 金 の 磁 性 と 電 気 壷 井 篤 ・ 浜 川 慶 之 日 本 金 属 学 会 誌56
伝 導 隅 山 兼 治 ・ 志 賀 正 幸 く1992)t227-231
92-104F含 有 金 属 一 半 金 属 系 軟 磁 性 薄 膜 の 軟 磁 気 菅 原 英 州 ・ 松 本 文 夫 日 本 応 用 磁 気 学 会 誌16
特 性 藤 森 啓 安 ・ 増 本 健(1992),247-252
(192-105CoNbZr/Ceramics複 合 異 方 性 多 層 膜 の 磁 気 菅 原 英 州 ・ 松 本 文 夫 日 本 応 用 磁 気 学 会 誌16





92-107ECRプ ラ ズ マ ス パ ッ タ リ ン グ 法 に よ る チ タ ン 増 本 博 ・ 後 藤 孝 粉 体 お よ び 粉 末 冶 金39
酸 ビ ス マ ス 膜 の 作 製 と 光 学 特 性 増 田 陽 一 郎 ・ 馬 場 明(1992),109-112
平 井 敏 雄
92-108CVD法 に よ る サ フ ァ イ ア 基 板 上 へ の ル チ ル 膜 陳 先 同 ・ 山 根 久 典 粉 体 お よ び 粉 末 冶 金39
の 作 製 と 光 学 的 性 質 嘉 屋 樹 佳 ・ 平 井 敏 雄(1992),122-125
-37一
番 号 題 目 発 表 者 掲 載 誌 等
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92-!29発 光 メ ス バ ウ ア ー 分 光 に よ るTiNiの マ ル テ ン 小 野 寺 秀 也 ・ 大 川 淳 東 北 大 学 選 研 彙 報47



















































92-145A1-Ni-R(R=Y,Mm:ミ ッ シ ュ メ タ ル)系 非 晶 大 寺 克 昌 ・ 寺 林 武 司 粉 体 お よ び 粉 末 冶 金38
質 合 金 粉 末 の 押 出 材 の 特 性 長 浜 秀 信 ・ 井 上 明 久(1991),953-956
増 本 健
92-146金 属 間 化 合 物 の 強 度 の 異 常 温 度 依 存 性 高 杉 隆 幸 金 属62(1992),[1]
79-88



















92-153電子 エ ネ ル ギ ー 損 失 ス ペ ク トル に よ る ホ ウ 化 宍 戸 統 悦 ・ 進 藤 大 輔 日 本 化 学 会 誌(1992),
ロ ジ ウ ム ホ ル ミ ウ ム 中 の ホ ウ素 の 測 定 岸 浩 ・ 福 田 承 生127-130
Eleetro且一,10n-andOptiealMicroscopy
92-154日陰 者 の ア トム プ ロー ブ に も っ と光 を!宝 野 和 博 バ ウ ン ダ リー8(1992),
一一一材 料 解 析 は ナ ノ ス ケ ー ル レベ ル の 時 代 に[2]18-25
な っ た 一一一
92-155ア ト ム プ ロ ー ブFIMによ る超 微 細 領 域 分 析 宝 野 和 博 ・ 桜 井 利 夫 軽 金 属42(1992).
236-247
ノ　
92-156電 界 イ オ ン 顕 微 鏡 宝 野 和 博 ・ 桜 井 利 夫 精 密 工 学 会 誌57襲
(1991),1145-1150
92-157ア ト ム プ ロ ー プ フ ィ ー ル ド イ オ ン 顕 微 鏡 に よ 宝 野 和 博 ・ 桜 井 利 夫 新 素 材3(1992),[4]




















92-1631材料 情 報 学 の 旅 立 ち}川 添 良 幸1バ ウ ン ダ リー8(1992),
-42一
番 号 題 目 発 表 者 掲 載 誌 等
[3]46-51
92-164光磁 気 デ ィ ス ク に お け る 磁 区 形 成 シ ミュ レー 本 間 茂 ・ 胡 暁 電 子 情 報 通 信 学 会 誌74
シ ョ ン 川 添 良 幸 ・ 今 津 龍 也(1991),[4]39-44
太 田 憲 雄
92-165C6e分子 を シ ミュ レ・一 トす る 川 添 良 幸 化 学47(1992),
326-328
Co量P皿terGraphicsandOtherApPlications












編集 ・発行 東 北 大 学 金 属 材 料 研 究 所INSTITUTEFORMATERIALSRESEARCH
〒980仙台市青葉区片1P2-/-1TOHOKUUNIVERSITY
oho∩e:022-215-2a81Katahlna2-1-1,AOba-Ku,Sendai980,Jao n
te[efaX:022-215-2182
-44一
